
山口県県民活動lPL進基本計画においては 県 は 市 町村及び県民活動を支援する役割判驚

能を持つ県民活動支援機関等と連携 協 力して講施策を進めていくこととされています

ここでは 市 H ll及び市町村域内を活動エリアとしている県民活動支援機関/県 氏活動

支援拠点の概汎を説明した後 各 地域における平成 16年 度の最組 平 成 1'年 度の計画等

を市町l■ltごとに紹介します。

(1)市 町村の主な取組

市部を中心として NPOや ボランティア団体等との期助事業が行われています 特 に

下関市 宇 部市 ■ 日市などでは宏託事業が相当数実施されていまえ

委託事業の事例としては 各NPOの 運営実務を担当する人材を育成するための支援とし

てのNPO育 成プ,グ ラムの開発 導入をNPO法 人に委託するもの(平成 17年 度山日市)

彫刻作品展示会の会鞍受付葉内等の業務をNPO法 人等に委託するもの (平成 17年 度宇部

市)博 物館建設にFTる行動計画策定を県民活動団体に番託するもの (平成 16、 17年 度萩

市)市 民活動支援センターのLE営を県民活動団体に多託するもの (平成 16 17年 度悦府

市)な ど多彩な事業が実施されています。

また 補 助事業については 秦 境美化や生涯学習のなどの分野において 自 治会年の地緩

組織 ヨ ミュニティ団体 ボ ランティア団体等に補助する事例が多く見受けられ そ の他の

事業については 普 及啓発のための語産の開祉 市 民活動情報誌の発行による情報提供など

の取組が行われています

さらに そ の他の果民活動に関する動きとしては 平 成 16年 度に宇部市が市民活動推進

基本方glを策定し 平 成 17年 度には 下 関市において市民活動促進基本計画を 光 市にHp

いて光市市民活動推 rtのための基本方針を策定する予定としていま,■

また 戒 市、山陽小野田市では 平 成 17年 度に 県 民活動に関する総合懇日が桜

置されました

県民活動の促進に資する制度の導入状況については 平 成 17年 度において 県 民活動国

体が公共施設年をネ」用するときの使用料の減免措置を設けている市町村は15団 体 NP0

法人に対する市町村民税の減角規定がある市町村は14団 体 触 損のボランティア休暇制度

を有する市町tlは26団 体となっています。

(2)県 民活動支援機関/県 民活動支援拠点の取組

①市町村の支援セン'一

県民活動を総合的に支援する市町村の活動支援センターは 現 在 7市 に9施設ほど設置
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されていまえ このうち 市 が設置 し 運 営しているものうこ下関市 周 商市 (2施 設)岩

国市及び長円市の5施 設 市 が設置し 県 民活動団体にtrE営を委託しているものが山印市と

防府市にそれぞれ 1施設 県 民活動団体が設置し 運 営しているものが下関市と宇都市にそ

れぞれ l lt設あります 今 後も支援センターの設置に向けて 各 市町村における積極的な取

組が期待されます。

機能としては 情 報の収集提供 活 動の相訳 コ ーディネー ト等のほか 施 設によつては

会議室や会議ス本―ス 事 務機器等が利用できるところもありま,L

また 研 修事業や交流事業などの実施により 人 材育成やネントワ~ク づくりを真援して

いるところもあります。

②市町村の社会福祉協議会 (ボランティアセンター)

コミュニティに横ざした地域福祉活動を支援しているほか ボランティア活動については

ボランティアセンター (又はボランティアコーナー ボ ラツティア連絡協議会)を 拠点とし

て福社分野の活動を支援しています。

主な事業としては 広 報誌の発行等の営及啓発 ボ ランティアの交流会などの交流促進

研修や講座の開催などの人材育成 ボ ランティア団体への活動的成 ボ ランティア活動保険

の加入犯進 学 校との連携によるボランティア学背の推進 企 業ボランティア活動の協力等

を行つています

また 災 各時には被災地における災害ボランティア活動の取りまとめ役として中心的な役

宮Ⅲを担っています。

なお 市 町村合併で 日 市町付の社会福祉協議会も合併が行われましたが ボ ランティア

センターは 合 併前の市町村判立ごとに設置されており 各 地域の文霞拠点としての役日を

呆たしています.

〇勤労青少年ホーム

県内には 14の 施設があります。これらの施設では ボ ランティア活動の拠点としての機

能を定めた第6次勤労青少年福社対策基本方針及び第 7決勤労青少年福祉対策墓本方針に基

づき 勤 労青少年が社会人としての責任を果たしていくため ボ ランティア活動等の社会参

加活動に関する情報の収集 提 供 相 談活動の実施 ポ ランティア活動のヨーディネーター

や惰導者の育成 講 圧等の機会の活用によるボランティア活動の促進 地 域との交流に進等

の支援事業を実施しています。

41j町村青少年奉仕活動 体 験活動支援センター

県内には40の 施設があります。ここでは 学 校の内外をlTLじたボランティア活動などの

社会奉仕活動のiまかヽ様々な仰検活動の場や機会の充実を目的として 活 動の情報提供やコー

ディネートを行い 子 どもたちの本仕活動 体 吸活動の推進を選っています

情報誌や人材夕`ンクパンフレット ホ ーム人―ジ等をtjつた普及啓発やボランティア活動

のコーディネー ト 相 談 研 修事業の開催 体 験活動の企画実施等を行つていま'|
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(1) 下 関市域の取組

⑤下関市の取組

住 所 iF'50-8521 下 関市篇部町1-1  結 合態H:市 民文化課
Tコ L iO亜 2-31-lS26    1n封 lⅢ 村車ヽ1市 ned,sh血 。.。 setl yttEo製 tlt jF

F A XiOS32-31-1る 09    Uこ L!htt,// wv2 citF h`ilno■o,oH ramag‐ ｀力,

①条例 計 画等 ,下田市市民路仙釜画条例 (下関本―トナーシンす条例)
市民活助促進基本計画 (平成 17年度策定予定)

②公)醜 設等使用料の減免制度 :検討中
①l_人市Ⅲr村民続の減■制度 (NFO法 人)あ り
①ボランティア休暇制度 (Fl員)iあ り

【平成 16年度1
0委 託事業 |い 事業

しものせき環境みらい館啓発棟の速営を行 う事業などを市民組縦
tFに

委託
②補助事業 :2,事業

市民の自二十̀かつ主体ltなまちづ(中 の|と延のた0 公 布的t市 に活Fl t却十ち支援r(
どの補助事業を実施

【平成 17年度】
④姿nt事業 :'事 業

しものせき環覚みらい揮肝発弾の速常を行う事業などど市尉J嬢寺に姿託
②補助事業 :2,事業
市民の自主Ⅲjヤヽつ士体的なまち●くりの推進のた0 公 布巾在市式店働に対する文堪など
の補助事業を実施

計画 制 度等

主 な 級 組

0県 民活動支援機関/県 民活動支援拠涼の取組

(以下、各市町村域ごとに配幾)

下間市市民活動支援ヨーナー

佳 所 :予'的 -OMS 下 圏市東神田町0-1 下 閥市民センター内
T B L iC832-91-9616  コ ■a■ t gtsIIEと α i"述 h。 的 。。rlym宅 Ⅲclll,P

FAX:OS92-革 -0934  U■ Lthヽ "″ マw,ctⅢ shin。 ■OgeXt Fanttd h埼 P/1N的 ′

利用可能 日時
火曜 日ヽ金曜 日 000～2030 i m日

(休館 日:拐曜 日及び 12/29 1ヽ / 3 )

利 用 設 備 4
情報ボックス/情 報掲示板等/書 籍の開庇 貸 出し/印 刷機/交 流スペース/貸 ロッカー

/ポ スタープリンター

主な文緩内容
市氏や市民活動団体に市民活動に関する情報の収集や交流の場を提供するとともに 会 報
などの日'刑作業の場を提供するために設置



覇題題鶴題 市町村と景民活動回体等との 「臨倒」の事例 韓

県民活動団体等との協働については 各 市町村においても取り組まれています こ こでは そ の
一例を、主な 「協働の事業形態」,Jに、各事業の協働による効果を中bに紹介します。

観 的 聖 霧 託

◎ NPO育 成プログラム開発モカし害婆 (NPO動  《山口市:NPO法 人懐 託)

市民等と行政との連携 悔働の環臨づくりを推進するために、NPO(市 民活動団体)を行政

と運据できる基盤を持つ団体に育成支援するNPO膏 蔵プログラム開発モカし事業 (NPO聾 )

を開催しています。

NPO塾 ま 公 要団体から6団 体を選定怯 市内の共有事務所

(山□NPOオ フィス)で 、団体事務を達めていただきながら、

運営縫力 事 務処理能力を向上するほ々な研1骸プログラムを実施

し、足腰の強いNPOを 育成していくものです。

将来的には NPOか らの提案によるNPOへ の市の委託事業

の実施なと、市民等と行政が協働で進めるまちづくりを目指しま

す。

写真

市民と行取との速陸 協 前の環境づく

た専門性が発揮される事業であって

サという取組に向けて NPO法 人の活動経験に培われ

まさに県民活動団体の特性を生かした事業といえます。

0親 幡痢館管理運営事業 (頼市 ,NPO法 人に雲話)

瓢まうじゅう博物館を市民と観酌で推進することを目的として、

である頴博物館の督運運営事業を委託しています。

NPO会 員は 受 付や動  展 示憂でのガイド、酒帰のほか

博物館内のショップやカフェの経営も行つています ご く首過の

市民な おもてなしのいと優しい実顔で萩博物館を訪れる人々を

迎えています。

まちじゅう博物館の中核施設

張

市民と行政との連携 協 働の環境づく

た事P弓性が発揮される事業であって

りという取組に向けて NPO法 人の活動経験に塔われ

まさに県民活動団体の特性を生かした事業といえます
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◎ 東陽コミュニティーセンター管理還営委ほ諄業 (下強市 :市民活動団体に義紛

池明住民の連符恵8既を高め、健康で文化的な地域社去の発展や、lu区の活性|しを促澄するため

の生涯学習や地区の祭リ イ ベント等の活動拠点として整僑された東陽コミュニティセンターの

管理運営を委揺しています

地域が主体となって運営すること【 住民の生の声を取り上十チ

ることrJ aき 積 極的に改善がなされており、毒踊団体の主催す

る 「東陽まつり」では、大勢の地区内外の参30者により、親睦、

交流が行われています

写真

市民を行政との連携 協 働の環境づく

た専門性力晩 爆される事業であって

りという敏相に向けて NPO法 人の活動経験におわれ

まさに県民活動団体の特性を生かした事業といえます。

補    助

01T窮 習会開樫事業資付金 (光市 :NPO法 人、市民団体を対釜とした補助事業)

光市生涯学習センターでは 市 民の皆さんのパツヨン学習の支援をするためにバンコン講習会

やパツヨン相談ヨーケーを開催しています

この講習会や相談ヨーナーは 「光市生涯学習サポー トパンクJに

登録しているNPO法 人 市 民団体 個 人の有志が集まつて組織した

「光市情報学習推進協議会Jに よう企画 選 皆されていま先

本年度の事業は 「こんなに簡単 パ ツヨン入円J(6講 座)「 楽し

いデジカメ活用八関J(4講 座)「 市民パツヨン相談J(毎 週土曜日)

を開催しています。

写真

宮主的 主 体的な市民活動の活性化及び先駆的 実 験的な取網による多様なサービスの張供とい

う行政操懸の解決に向けて 市 民活動団体の先駆性のほか そ の活動経験に増われた事関性が発

揮される事業であつて ま さに県民活動団体の特性を生かした事業といえます。
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0 「 スコーライフ月間h仰 丼Jの 実施 (柳井市 ,市民団体等との共階事業)

「スローライフJを キーワートに 効 率性―辺倒の喜らしや自然 文 化 人 材 産 業などの地域

の資源を見直し まちづくりを吉える 「スローライフ月間侑判「井Jを 平成16年 11月 に市民活動

団体等による実行委員室との共催により行いました

中bと なる 「スローライフ シ ンポ_tウム」では企画 運 営のほか

団体活動報告、パネル展示による活動紹介を行い ま た月間行夢と

して 舟 たまリウォーク 翻 力町取物語 白 壁縞めぐり&交 流会

みんrdで道曽誌 醤油蔵コンサートなど 日 頃の活動を元にした関

連イベントも 11事 業を実施しまりこ

団体が連携して取り組むことにより そ れぞれの惟しに多くの市民

の参aDがありました。

写真

自主的 主 体的な市民活動の活性化及び先駆的 実 験的な取組による多様なサービスの提供とい

う行取課題の解決に向けて 市 民活動団体の先駆性のほか そ の活動催醸に培われた専門性お韓

揮される事業であつて ま さに県民活動団体の特性を生かした事実といえます

◎読み田かせ出前サービス事業 (長同市:ホランティアカ レーブとの事業温力)

子どもたちが 自主的に読害活動を行うことが出来る環境を整えるため また子どもと本の橋減し

を目的として、ホランティアタし―プ「おはなしやテット」を結成転 市内の幼種園 保育園 J 学ヽ校

子育て支援センター_‐に出向き 読 み閣かせの出前サービスを関幡

しています

子どもたちに楽しい潟はなしを 1読書好きな子どもを !との思い

を胸に年間約 H33日 の出前サービスを実施しています ま た こ

のサービスを利用りこ寧綬等に独自のお話力 し―ジが誕生りこり、

中学校の夏期購習の選lP蝶程に読み闘かせを取り入れたりと様々な

波及効果も現れています。

写真

子どもが自主的に読書をする環境づくりとの思いから 地域でボランテイア活動を行う団体の特性を生

かした事業といえます。


